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なぜこの研究を⾏おうと思ったのか（研究の背景・⽬的）

図1 本研究の概要︓イヌの存在により⾝体・認知変化が⽣じ、向社会性、信頼と安⼼が⽣じる。これを起点に、飼い主にはイヌ
との絆を介した⾝体性と社会関係を介して、家族や地域ではコミュニティの形成と強化を介して、Well-beingが向上する。
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研究課題
情報

課題番号︓23H05472 研究期間︓2023年度〜2027年度
キーワード︓イヌ飼育、信頼と安⼼、家族関係、社会関係資本、ウェルビーイング

ヒトイヌ共⽣によるWell-beingの向上―⾝体･向社会性･社会ネットワークの強化との関連

●研究の全体像
今回の課題では、イヌのもたらすWell-beingの創発機序を⽣物学的に解明することを⽬指す。さらにその⽝
の効果が現代のヒト社会において、どれだけの価値をもつのかを明らかにする。

●研究の背景
 これまで私たちはアジア最⼤規模の思春期コホートにおいてイヌの飼育児童のWell-beingが⾼い値を⽰すこ
と、また社会性などのスコアが⾼いことを⾒出した。

 コホート研究に参加するイヌ飼育児童の常在菌を採取し、無菌マウスに⽣着させノトバイオートマウスを作出、
それらの社会性を評価したところ、共感性にかかわる前関⼼の⾏動が増加した。つまり、イヌ飼育児童の細菌
叢には、社会性をたかめるものが含まれてることが明らかとなった。

並⾏して私たちはイヌと飼い主のやり取りによって、双⽅のオキシトシン神経系が活性化することを⾒出した。
このことは、イヌの飼育がもたらす⼼⾝の変化のうち、社会性などはオキシトシン神経系を介して効果を⽰す可
能性が⾒出された。

 また、イヌの存在は、ある時空間の「場」においてヒトとヒトをつなぐ促進効果が知られている。例えば虐待児の
カウンセリングにイヌが介在することで会話量が増え回復が早まるなど、イヌがもたらすヒト-ヒト間の信頼の醸
成が指摘されてきた。

図2 研究１の概要

図4 今回の研究による未来への貢献

●実施内容。
研究１
イヌの飼い主を対象に、⾝体的特徴として尿
中オキシトシンに加え腸内菌叢を解析する。
また公共財ゲームなどの社会⼼理評価を実
施し、イヌの飼育による向社会性と⾝体特性
の関係を統計学的に明らかにする。

研究２
思春期児童のコホートデータを⽤いて、イヌの
飼育がもたらすWell-beingの変化、ならびに
オキシトシンや細菌叢の変化を縦断的に追跡
し、
Well-beingと⾝体変化の因果モデルを作成
する。

研究３
実際の社会において、イヌの存在がどような社
会ネットワークに影響を与えるかに関して、社
会学的調査を実施する。特に地域社会との
関わり⽅とWell-Beingの関係を調査する。

この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか
●社会への貢献
現在の⽇本を⾒ると、社会ネットワークや社会関
係資本のスコアが先進国のなかでも⾮常に低い
位置にある。今回の課題で、イヌを介した社会
ネットワークの強化が明らかになれば、⽇本におけ
る地域コミュニティの活性化や信頼と安⼼の醸成
Well-beingの上昇につなげられることが期待さ
れる。

ホームページ等
https://sites.google.com/carazabu.com/lab-kaizai/（研究室）
https://sites.google.com/carazabu.com/lab-kaizai/home/wanted?authuser=0（研究募集）

図3 研究2の概要

• 日本の15歳の「生活満足度」は、世界47ヵ国中41位

• 国連による世界幸福度調査2020年度版でも、幸福度は先
進国で最下位(世界63位)

• 社会的ネットワーク、対人的な信頼感、社会参加などから算
出される社会関係資本尺度も圧倒的に低い（167ヵ国中
132位）。

地域コミュニティの活性化
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●学術的な問い
イヌと共⽣、共進化してきたヒトの向社会性の特
性を知ることであり、その特性の理解は、今を⽣
きる我々のWell-beingの成り⽴ちを知ることにも
つながる。競争だけが進化の原動⼒ではない。
共⽣という⼿段もヒトの進化を後押ししてきた。
究極的には「ヒトはどのような社会を⽣きてきたか、
そしてどう⽣きるのか」という問いに対する解の⼀
端を探すものである。

図5 ヒトとイヌの⻑い共⽣の歴史と互恵的関係


